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○ この便益の算出の基礎となる走行台時は、平成６年度道路交通センサスを基に推計した平成 32

年度 OD 表（出発地目的地別交通量を示した表）を用い、将来の道路ネットワークとして、現況の

道路網にすべての都市計画道路が整備されていると仮定し、試算したものです。 

これに対し、仮に走行台時の算出に平成１１年度道路交通センサス OD 表を用い、現況の道路網

に外環東京区間が整備されたと仮定し、直接的な経済便益の試算を行うと以下のとおりになります。 

 

○交通量の算出手順 

 

○便益の算定方法 
（算定方法等）      算定方法： 「客観的評価指標（案）及び費用便益分析マニュアル（案）について」（建設省都市局・道路局 

平成１０年６月）に基づき計算 

対象範囲： １都３県 （東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） 

 

（効果計測項目） 

①時 間 便 益    ＝（現況(H11)の走行台時（台・分／年）×時間評価値（円／台・分） 

－（外環東京区間を整備した場合の走行台時（台・分／年）×時間評価値（円／台・分）） 

②走 行 便 益    ＝（現況(H11)の走行台キロ（台・km／年）×走行経費（円／台・km） 

－（外環東京区間を整備した場合の走行台キロ（台・km／年）×走行経費（円／台・km）） 

③交通事故減少便益 ＝（現況(H11)の事故損失額（千円／年） 

－（外環東京区間を整備した場合の事故損失額（千円／年）） 

 

 

○以上の試算を行うと、年間の直接的な経済便益は約２，０００億円程度となります。 

年年年年            間間間間    

  道路交通センサス  道路交通センサス  道路交通センサス  道路交通センサス

　　・現況（H11）の発生交通量、
　　　集中交通量（地域毎）

    ・現況（H11）交通の総量（
　　　走行台キロ等）を集計

             対  象  路  線             対  象  路  線             対  象  路  線             対  象  路  線
    

    　道路ネットワーク
　　　・現況（H11）の道路ネットワーク
　
   　  ・現況（H11）の道路ネットワ－ク
                                   ＋外環東京区間
 
      外環の仮定条件
         ３ジャンクション５インタ－チェンジ
　　　　料金　５００円/台（普通車）

     　　　 交 通 の 推 計     　　　 交 通 の 推 計     　　　 交 通 の 推 計     　　　 交 通 の 推 計

　・現況（H11）ＯＤ表及び道路ネットワークを基
　 に、最短時間、最短経路を選択する仮定で
    現況の交通の動きを再現できるモデルを構
    築。

　・再現されたモデルに外環東京区間を追加し
    てネットワ－クでの交通の動きを推計

 

  交 通 量 の 集 計  交 通 量 の 集 計  交 通 量 の 集 計  交 通 量 の 集 計

　　　　・現況(H11)及び現況(H11)に
　  外環東京区間を整備した場
　　合の対象道路網の各路線ご
　　との走行量等を集計
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